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１
 

背
景

と
目

的
 

  
本
稿
の
目
的
は
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
形
態
の
変
遷
を
整
理
し
、
特
に

二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
現
れ
た
、
新
た
な
形
態
の
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
諸
相

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
こ
の
よ
う
な
目
的
を
設
定
し
た
背
景
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

 
近
年
、
ド
ラ
マ
、
映
画
、
小
説
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ

を
動
機
と
し
た
旅
行
行
動
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
旅
行

行
動
は
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
観
光
振
興
の
手
法
と
し
て

も
着
目
さ
れ
て
き
て
い
る
（
増
本
 
二
〇
〇
九
、
岡
本
 
二
〇
一
〇
）
。
 

 
な
か
で
も
、
ア
ニ
メ
作
品
の
フ
ァ
ン
が
、
ア
ニ
メ
の
舞
台
や
作
品
に
関

連
す
る
土
地
に
訪
れ
る
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
旅
行
者
で
あ
る
ア
ニ
メ

フ
ァ
ン
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
地
域
住
民
と
共
に
新
た
な

文
化
を
創
出
し
て
い
る
と
い
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
山
村
 
二
〇

一
一
）
。
さ
ら
に
、
山
村
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
、「

情
報
社
会
に
お
け

る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
の
一
つ
の
形
態
を
先

取
り
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
 

 
ま
た
、
岡
本
（
二
〇
一
〇
）
は
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
と
、
大
河
ド
ラ
マ

観
光
を
比
較
し
、
以
下
の
二
点
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、

大
河
ド
ラ
マ
観
光
を
行
う
者
よ
り
、
聖
地
巡
礼
を
行
う
者
の
方
が
、
情
報

探
索
や
情
報
発
信
に
関
し
て
、
よ
り
主
体
性
と
能
動
性
を
持
つ
と
い
う
点

で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
大
河
ド
ラ
マ
観
光
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
情
報
が
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
や
地
域
側
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
ニ
メ
聖
地

巡
礼
で
は
、
そ
の
よ
う
に
仕
掛
け
側
か
ら
情
報
発
信
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ま

り
無
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
ア
ニ

メ
フ
ァ
ン
自
身
が
舞
台
地
を
探
し
出
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
発
信
し

た
情
報
が
、
主
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
ア
ニ
メ
聖

第
３

世
代

ア
ニ

メ
聖

地
巡

礼
の

諸
相

 

―
観

光
地

発
展

段
階

論
に

よ
る

分
析

か
ら

―
 

釜
石

直
裕

 
 



97 

 

地
巡
礼
と
は
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
始
め
た
。
そ
れ
は
、
大
河
ド
ラ
マ
観

光
の
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
作
品
の
放
送
前
か
ら
、
ア
ニ
メ
の
制
作
側
が
地
域

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し

た
結
果
、
地
域
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
仕
掛
け
側
に
よ
っ
て
、
地
域
に
関
す
る

情
報
が
発
信
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
。
 

 
例
え
ば
、
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
同
年
九
月
ま
で
放
送
さ
れ
た
ア
ニ
メ

「
花
咲
く
い
ろ
は
」
は
、
石
川
県
金
沢
市
を
舞
台
と
し
て
お
り
、
放
送
前

の
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
は
、
地
元
新
聞
に
て
、
舞
台
が
金
沢
市
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
た

(
１
)。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
に

は
、
ア
ニ
メ
の
製
作
発
表
会
が
金
沢
市
に
あ
る
２
１
世
紀
美
術
館
で
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
放
送
前
か
ら
、
フ
ァ
ン
、
地
元
住
民
共
に
、

ア
ニ
メ
の
舞
台
の
存
在
が
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
。
 

 
こ
の
よ
う
な
、
新
た
な
傾
向
の
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
は
、
旅
行
者
の
主
体

性
と
能
動
性
を
特
徴
と
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
形
態
と

は
異
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
 

 
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
記
の
目
的
を
設
定
し
た
。
 

 ２
 

ア
ニ

メ
聖

地
巡

礼
の

モ
デ

ル
 

  
本
章
で
は
、
ま
ず
、
改
め
て
聖
地
巡
礼
の
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
形
態
の
変
遷
を
整
理
し
て
い
く
。
そ
こ
で
、
地
域
と
聖
地
巡
礼
者
と
の

関
わ
り
に
着
目
し
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
を
第
１
か
ら
第
３
ま
で
の
形
態
に

分
類
し
た
。
 

 ２
．

１
 

第
１

世
代

ア
ニ

メ
聖

地
巡

礼
 

  
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
誕
生
は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
頃
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
（
岡
本
 
二
〇
〇
九
）
。
こ
の
創
成
期
の
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
が
、「

第

１
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
」
で
あ
る
。
 

 
第
１
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
旅
行
前
の
情
報
収
集
や
旅
行
後
の

情
報
発
信
に
際
す
る
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
見
ら
れ

る
も
の
の
、
当
地
に
お
い
て
は
、
自
己
完
結
型
の
旅
行
行
動
が
多
く
、
地

域
住
民
と
の
接
触
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
 

加
え
て
、
第
１
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
ア
ニ
メ
の
制
作
側
か
ら

舞
台
に
関
す
る
情
報
が
公
式
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
地

域
住
民
に
関
し
て
も
、
た
い
て
い
の
場
合
、
作
品
や
舞
台
の
存
在
を
認
知

し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
舞
台
に
関
す
る
情
報
は
フ
ァ
ン
自
身
が
探
し

出
し
て
手
に
入
れ
る
か
、
こ
の
よ
う
な
先
駆
的
に
舞
台
を
見
つ
け
出
す
巡

礼
者
が
ウ
ェ
ブ
上
に
発
信
す

る
情
報
を
頼
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
（
岡
本
 
二
〇
一
一
）
。
 

 ２
．

２
 

第
２

世
代

ア
ニ

メ
聖

地
巡

礼
 

 

続
い
て
、
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
は
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
が
地
域
振
興
に
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展
開
す
る
よ
う
な
事
例
が
散
見
し
始
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
巡
礼
者
が
主

体
的
に
地
域
振
興
に
参
画
す
る
よ
う
な
形
態
が
、
「
第
２
世
代
ア
ニ
メ
聖

地
巡
礼
」
で
あ
る
。
 

山
村
（
二
〇
一
一
）
は
、
こ
の
よ
う
に
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
が
ま
ち
づ
く

り
に
展
開
し
て
い
っ
た
理
由
に
関
し
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
形
態
に
着

目
し
、
以
下
の
３
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

 
１
つ
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
消
費
者
の
誰
も
が
、
生
産
者
と
な
り

得
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。
２
つ
目
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
が
活
性
化
し

た
点
で
あ
る
。
３
つ
目
は
、
こ
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
が
活
性
化

し
た
結
果
、
地
域
と
い
う
場
が
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
加
え
ら
れ
た
点

で
あ
る
。
 

 
ま
た
、
第
２
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
聖
地
巡
礼
が
地
域
振
興
に

展
開
す
る
も
の
の
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
自
身
が
舞
台
を
探
し
出
す
と
い
う
点

は
、
第
１
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
と
変
わ
り
な
い
。
そ
の
た
め
、
地
域
振

興
が
展
開
さ
れ
る
初
期
段
階
で
は
、
地
域
側
は
作
品
に
関
す
る
知
識
が
ほ

と
ん
ど
無
く
、
フ
ァ
ン
の
力
が
必
要
と
な
る
。
 

 
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」
の
聖
地
で
あ
る
、
埼
玉
県
久
喜
市

鷲
宮
で
は
、
ア
ニ
メ
の
放
送
開
始
後
に
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
鷲
宮
神
社
へ

大
勢
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
来
訪
者
に
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
の
存
在
や
鷲
宮
神
社
が
舞
台
と

な
っ
て
い
る
事
実
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
地
域
振
興
の
初
期
段
階
で
は
、

地
域
側
に
作
品
や
フ
ァ
ン
の
動
向
に
関
す
る
知
識
が
な
か
っ
た
た
め
、
協

力
的
な
フ
ァ
ン
の
声
を
グ
ッ

ズ
の
製
作

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
活
か
し

て
い
っ
た
（
山
村
 
二
〇
〇
八
）
。
 

 
こ
の
よ
う
に
、
第
２
世
代
聖
地
巡
礼
で
は
、
地
域
に
対
す
る
聖
地
巡
礼

者
の
主
体
的
な
関
わ
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
地
域
振
興
が

よ
り
展
開
し
、
地
域
側
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
情
報
が
発
信
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
情
報
を
得
て
地
域
に
訪
れ
る
、
二
次
的
な

巡
礼
者
が
現
れ
始
め
る
（
岡
本
 
二
〇
一
一
）
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
巡
礼

者
の
多
く
は
、
あ
ま
り
主
体
的
に
地
域
と
関
わ
り
を
持
た
ず
、
来
訪
頻
度

も
少
な
い
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
 

 ２
．

３
 

第
３

世
代

ア
ニ

メ
聖

地
巡

礼
 

  
さ
ら
に
、
冒
頭
か
ら
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
頃

か
ら
は
、
地
域
と
ア
ニ
メ
の
制
作
会
社
が
、
ア
ニ
メ
の
放
送
前
か
ら
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
仕
掛
け
る
事
例
が
見
ら
れ
始
め
た
。

こ
の
よ
う
な
聖
地
巡
礼
の
形
態
が
「
第
３
世
代
聖
地
巡
礼
」
で
あ
る
。
 

 
そ
し
て
、
第
３
世
代
聖
地
巡
礼
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
２
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
制
作
側
と
地
域
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
地
域
振
興
を

意
図
し
て
い
る
た
め
、
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
前
か
ら
舞
台
と
な
る
地
域
の
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情
報
が
発
信
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
聖
地
に
関
す

る
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
以
前
比
べ
て
容
易
に
な
り
、
第
２
世
代
ア

ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
見
ら
れ
た
、
二
次
的
巡
礼
者
が
、
初
期
の
段
階
か
ら
数

多
く
存
在
す
る
。
二
点
目
は
、
地
域
が
制
作
側
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
作
品

や
フ
ァ
ン
の
動
向
に
関
す
る
知
識
を
得
て
い
る
た
め
、
フ
ァ
ン
の
主
体
的

な
関
わ
り
を
必
要
と
し
な
く
て
も
、
地
域
振
興
が
行
わ
れ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
 

 
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
第
１
世
代
か
ら
第
３
世
代
ま
で
の
聖
地
巡
礼
は
、

あ
く
ま
で
、「

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
と
地
域
の
関
わ
り
が
あ
る
か
」
、
あ
る
い
は
、

「
放
送
開
始
前
か
ら
地
域
と
制
作
会
社
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
あ
る
か
」
と
い

う
点
で
区
分
さ
れ
て
お
り
、
年
代
で
完
全
に
区
分
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

事
実
、
二
〇
一
二
年
現
在
に
お
い
て
も
、
第
１
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
は
、

数
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
二
年
春
ア
ニ
メ

(
２
)に

お
い
て
は
、

聖
地
巡
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
作
品
が
十
八
作
品
あ
り
、
そ
の
内
、
第
１
世

代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
は
十
六
作
品
、
第
２
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
作
品

は
一
つ
も
な
く
、
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
は
二
作
品
で
あ
っ
た
。
 

 
 

３
 

観
光

地
発

展
段

階
論

に
み

る
第

３
世

代
ア

ニ
メ

聖
地

巡
礼

 

３
．

１
 

観
光

地
発

展
段

階
論

 

  
本
章
で
は
、
観
光
地
発
展
段
階
論
か
ら
、
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼

の
諸
相
を
よ
り
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
。
 

 
観
光
地
発
展
段
階
論
に
関
し
て
は
、
ク
リ
ス
タ
ラ
ー
（
一
九
六
三
）
の

観
光
地
辺
境
立
地
論
や
バ
ト
ラ
ー
（
一
九
八
〇
）
の
観
光
地
発
展
周
期
論

な
ど
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
地
域
と
来
訪
者
の
関
わ
り
に
着
目
し
、
聖

地
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
く
た
め
、
プ
ロ
ッ
グ
（
一
九
七
四
）
の
ア
ロ
ー

セ
ン
ト
リ
ッ
ク
／
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
論
を
採
用
し
た
。
 

 ３
．

２
 

ア
ロ

ー
セ

ン
ト

リ
ッ

ク
／

サ
イ

コ
セ

ン
ト

リ
ッ

ク
論

 

  
プ
ロ
ッ
グ
は
、
航
空
業
界
の
委
託
を
受
け
、
①
飛
行
機
に
乗
ら
な
い
人

は
ど
う
い
う
人
か
、
②
そ
の
人
達
は
な
ぜ
飛
行
機
に
乗
ら
な
い
の
か
、
③

彼
ら
に
飛
行
機
に
乗
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
問

に
対
す
る
答
え
を
見
出
す
べ
く
研
究
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
飛
行
機
に

乗
ら
な
い
人
々
は
、
飛
行
機
に
限
ら
ず
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
冒

険
を
犯
そ
う
と
せ
ず
、
多
く
の
こ
と
に
不
安
を
覚
え
る
人
達
で
あ
る
と
い

う
仮
説
を
得
る
。
そ
こ
で
、
自
己
抑
制
的
で
神
経
質
、
冒
険
嫌
い
の
タ
イ

プ
の
人
を
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
対
極
的
に
好
奇

心
旺
盛
で
冒
険
心
に
富
む
タ
イ
プ
の
人
を
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
、
そ
し

て
両
者
の
中
間
を
ミ
ッ
ド
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
と
名
付
け
た
。
ま
た
、
サ
ン
プ

リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
の
人
々
が
正
規
分
布
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
 

 
そ
し
て
、
プ
ロ
ッ
グ
（
一
九
七
四
）
で
は
、
こ
の
研
究
を
観
光
者
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
へ
と
応
用
し
、
観
光
地
の
発
展
と
衰
退
を
以
下
の
よ
う
に
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分
析
し
た
。
 

 
「
新
し
い
地
域
を
「
発
見
」
す
る
最
初
の
人
々
は
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ

ク
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
発
見
の
感
覚
を
楽
し
み
、
そ
の
地
の
あ
り
の
ま
ま

の
姿
が
残
っ
て
い
る
う
ち
は
、
そ
こ
で
の
新
し
い
活
動
に
い
そ
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
の
人
が
自
分
た
ち
の
旅
を
友
人
に
話

し
始
め
る
と
、
ニ
ア
・
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
旅
行
者
た
ち
が
訪
れ
始

め
る
。
ま
た
、
そ
の
地
域
は
以
前
よ
り
多
い
客
層
が
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
観
光
施
設
の
開
発
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
目
的
地

に
さ
ら
に
人
気
が
出
る
と
、
ミ
ッ
ド
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
の
客
層
が
来
は
じ
め

る
。
旅
行
者
の
増
加
が
続
く
と
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
進
み
、
観
光
土
産
品

店
や
観
光
ツ
ア
ー
な
ど
、
諸
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
こ
れ
誕
生
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
頃
に
は
、
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
層
は
観
光
地
に
魅
力
を
失
い
、
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
該
目
的
地
は
、
最
大
の
観
光
客

を
獲
得
で
き
る
ま
で
に
達
し
た
後
、
次
第
に
客
層
が
ニ
ア
・
サ
イ
コ
セ
ン

ト
リ
ッ
ク
、
そ
し
て
、
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
こ

の
頃
に
は
、
来
訪
者
は
減
少
の
一
途
を
辿
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
観
光

地
は
徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
。
」
 

 
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
旅
行
者
の
特
性
を
利
用
し
、
地
域
に
ど
の
よ
う

な
旅
行
者
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
地
が
観

光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
な
発
展
段
階
に
位
置
す
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
こ
の
特
性
は
観
光
地
の
発
展
段
階
だ
け
で
な
く
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
そ
の
も
の
の
発
展
段
階
に
も
応
用
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
行
う
人
々
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ

う
な
発
展
段
階
を
迎
え
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
 

 

３
．

３
 

第
３

世
代

ア
ニ

メ
聖

地
巡

礼
の

諸
相

 

 

そ
こ
で
、
こ
の
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
／
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
論
を

用
い
て
、
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
を
改
め
て
分
析
し
て
い
く
。
 

 
前
述
し
た
よ
う
に
、
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
ラ
イ
ト
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
る
二
次
的
巡
礼
者
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

人
々
は
、
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
／
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
論
に
お
け
る
、

サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
人
々
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
う

し
た
状
況
を
迎
え
て
い
る
聖

地
や
ア
ニ

メ
聖
地
巡
礼
と
い
う
ツ
ー
リ
ズ

ム
そ
の
も
の
は
、
既
に
ピ
ー
ク
か
ら
衰
退
期
へ
差
し
掛
か
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
 

 
し
か
し
、
実
際
に
は
、
第
３
世
代
の
ア
ニ
メ
聖
地
に
も
、
第
１
世
代
や

第
２
世
代
の
ア
ニ
メ
聖
地
で
見
ら
れ
た
、
先
駆
的
な
巡
礼
者
が
存
在
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
先
駆
的
な
巡
礼
者
は
、
第
３
世
代
の
ア
ニ
メ
聖
地

に
お
い
て
も
、
主
体
的
、
能
動
的
な
旅
行
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
 

 
例
え
ば
、
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
の
一
つ
で
あ
る
、
ア
ニ
メ
「
あ
の
夏

で
待
っ
て
る
」
の
舞
台
の
長
野
県
小
諸
市
で
は
、
先
駆
的
な
巡
礼
者
に
よ
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っ
て
ロ
ケ
地
を
紹
介
す
る
地
図
が
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
図
が
当
地
を

訪
れ
る
多
く
の
巡
礼
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
地
域
に
お
い
て
、
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ

ク
な
旅
行
者
か
ら
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
旅
行
者
ま
で
が
、
同
時
に
存

在
す
る
か
と
い
う
点
は
、
本
稿
で
は
明
ら
か
に
し
き
れ
な
い
が
、
以
下
の

様
な
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
観
光
目

的
地
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が
発
信
さ
れ
た
瞬
間
に
、
突
如
観
光
目
的
地
と
し

て
認
識
さ
れ
始
め
る
。
そ
の
た
め
、
段
階
的
な
発
展
を
経
ず
に
、
い
き
な

り
ブ
ー
ム
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
こ
と
が
お
こ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ロ

ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
旅
行
者

が
来
訪
し

た
後
に
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

な
旅
行
者
が
来
訪
し
始
め
る
と
い
う
段
階
を
経
ず
、
両
者
が
同
時
に
観
光

目
的
地
に
訪
れ
る
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、
ア
ニ
メ
の
放
送
開
始
前
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
情
報
が
発
信

さ
れ
る
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が

よ
り
顕
著
に
現
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

３
．

４
 

こ
れ

か
ら

の
ア

ニ
メ

聖
地

巡
礼

の
行

方
に

向
け

て
 

  
こ
の
よ
う
な
、
実
際
の
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
状
況
を
考
え
る

と
、
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
／
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
論
か
ら
、
現
在
の

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
が
既
に
ピ

ー
ク
を
迎

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
単
純

に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
旅
行
者
は
、
地
域

と
の
関
わ
り
が
浅
く
、
来
訪
頻
度
の
低
い
人
々
で
あ
る
た
め
、
よ
り
持
続

的
な
地
域
振
興
を
目
指
す
た
め
に
は
、
地
域
の
人
々
が
主
体
的
な
意
識
を

持
つ
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

な
旅
行
者

と
結
び
つ
い
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
 

 
そ
の
た
め
に
は
、
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
人
々
を
よ
り
地
域
に
根
付

か
せ
る
、
あ
る
い
は
、
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
人
々
が
ア
ロ
ー
セ
ン
ト

リ
ッ
ク
な
人
々
へ
と
変
化
す
る
よ
う
に
、
地
域
に
取
り
込
ん
で
い
く
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
 

 ４
 

ま
と

め
 

  
本
稿
で
は
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
形
態
の
変
遷
を
整
理
し
、
特
に
二
〇

一
〇
年
頃
か
ら
現
れ
た
、
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
諸
相
を
明
ら
か

に
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
第
３
世
代
聖
地
巡
礼
で
は
、
一
つ
の
地
域
の

中
に
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

な
先
駆
的

巡
礼
者
と
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ
ッ

ク
な
二
次
的
巡
礼
者
と
が
混

在
し
て
い

る
と
い
う
特
徴
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
 

 
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
き
れ
な
か
っ
た
点
と
し
て
。
主
に
以
下

の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
 

一
点
目
は
、
本
稿
で
は
、
第
３
世
代
ア
ニ
メ
聖
地
に
お
い
て
、
異
な
る

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
も
つ
旅

行
者
が
混

在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
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が
、
こ
れ
ら
の
旅
行
者
の
関
わ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
ウ
ェ

ブ
上
に
お
い
て
、
ア
ロ
ー
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
旅
行
者
と
サ
イ
コ
セ
ン
ト
リ

ッ
ク
な
旅
行
者
が
ど
の
よ
う

な
接
点
を

持
っ
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
 

 
二
点
目
に
関
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
に
お
い
て
も
新
し
い
第

１
世
代
の
ア
ニ
メ
聖
地
は
誕
生
し
続
け
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
同
一
の

時
期
に
誕
生
し
た
、
異
な
る
世
代
の
ア
ニ
メ
聖
地
の
差
異
を
明
ら
か
に
で

き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
同
一
の
時
間
軸
に
お
い
て
、
異
な
る
世
代
の

ア
ニ
メ
聖
地
を
比
較
し
て
分
析
し
、
そ
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
 

   ■
注

 

 

（
１
）
二
〇
一
〇
年
十
月
八
日
の
北
國
新
聞
の
記
事
で
あ
る
。
 

（
２
）
二
〇
一
二
年
春
ア
ニ
メ
と
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
放
送
さ

れ
た
ア
ニ
メ
で
あ
る
。
本
稿
で
の
分
析
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
四
月

か
ら
九
月
ま
で
、
二
ク
ー
ル
で
放
送
さ
れ
る
作
品
も
こ
れ
に
含
め
て
い
る
。
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